
米 粉 利 用 拡 大 プ ロ ジ ェ ク ト と 推 進 体 制 に つ い て  

                      

 

 

平成 2 4 年 4 月 2 4 日 

米粉利用拡大プロジェクト会議 

資 料 １ 

具体的取組み 取組主体

1 新規需要米への生産者の取組支援 ＪＡ山形中央会、全農山形県本部

2 新規需要米生産への技術支援 新・米づくりやまがた日本一運動本部

3 製粉機、加工施設の導入支援 国、県

4 一般消費者を対象とした米粉利用料理の普及
食生活改善推進協議会、消費生活団体連絡協議
会

5 料理の素材としての米粉の利用促進 飲食店関係者、ホテル等

6 米粉販売店を紹介するＨＰの充実 国、県

7 イベント等による米粉製品のＰＲ 国、県、スーパーマーケット等

8 米粉を活用した商品開発
食品加工業者、飲食店関係者、ホテル、スー
パーマーケット等

9
食品加工業者、飲食業者、農産加工組織を対
象にした技術講習会の開催

県

10 米粉アドバイザー派遣等による技術支援 県

11
県産米利用促進のための米粉生産・加工技術
の開発

県（農業総合研究センター）

12 米粉製品の学校給食への導入 市町村

13 米粉を起点にした地域づくりの推進 県（総合支庁）

■ 米粉利用拡大プロジェクト目標と進捗状況  

■ 推進体制と役割分担  

米粉利用拡大プロジェクト会議（2009～） 

米粉利用拡大のための課題把握および解決策（県施策を含む）の検討 

メンバー：生産者団体、食品加工業界、流通業界、消費者団体、行政関係者 

 

 

米粉利用拡大プロジェクト推進協議会（2011～） 

米粉利用拡大を図る普及啓発事業を実施する任意組織 

（会長：農林水産部長） 

 

同地域支部 

上記組織の各地域における事業を実施 

（地域支部長：各総合支庁産業経済部長） 

  

■事業予定 

・ 未利用業種への米粉利用の働きかけによる 

米粉食品取扱い店の拡大 

・ オリジナル米粉メニューの普及拡大 

・ 家庭利用拡大に向けた講習会等 

・ イベント、キャンペーンの実施（県域） 

      

 

 

やまがた米っ粉クラブ 

（2011～） 

一般消費者レベルでの米粉利

用拡大の普及啓発を図る県民

運動組織 ※企画運営：PJ協議会 

事業者会員：197 件 

一 般 会 員：921 名 

（H24.4.10 現在） 

 

県（総合支庁） 

・ 連携推進会議（産企課） 

・ 連携相談窓口（産企、農振課） 

・ 農産加工指導（普及課） 
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事務局 業務委託 

県（新農業推進課） 

・ アドバイザー派遣 

・ 補助事業（給食） 

・ 情報発信（HP） 
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項目 H20実績 H2１実績 H22実績 H23目標 H24目標

県産米を使った
米粉使用量 450t 1050t 1,000ｔ

（作付け相当面積） （100ha） （233ha） （220ha）
新規用途の米粉製品

販売店数 39店舗 64店舗 103店舗 調査中 100店舗

米粉メニュー提供店舗数 - - 19店舗 調査中 40店舗

40t 180t
 1077t 

41t 

H23 

H23 


